
第267次調査全察(束力、ら)

中央布寄りの東西方向の高まりが京

区制堂院前而築地5AI7010で、この

耳討が靭l堂院、左が:~OJjU，殿院である 。

)j[~OJ *民生586000は訓資区if.j i.llで基

Jj'f_北地のみがみえている。5B6000の

北では 2粂の来i!ljii'r. (~t から 50
169，10.5017350)、5017350に北から

合流する南北構5017351なEを検出
した。 i岡部手ïìijの i有北方向の~!，ij まり

は和J%民生院)j[而築地5A5985である。
本文A頁参照 Oiil影/牛崎茂)

1996年度のおもな調査

F空言司~豆三野?恕哲繋霊室主盟理問I鴨署開・・・・・・・・・・弓 句 山与三宮空空芸書室芳~プ争当面長豆割高ili売rr=-色L己主d市対空智伊甲司園田園開眼圃・・・・
3ζZ話語ーiEíiiiiiMI・~ 匝百一一一 白でj号館 忍照P'"7'iP.il..i.I守去圃・・・--・7一一己主?を経営ベグ事奪三?でI哩盟
工こ プ-
hEli-J;;聖廟・
・・・・・ 一一一- ...ι!と...寝台略伝マ-

二 一一・~ヤコム J圃

・・・・・・・・晶圃圃l'一三三'一時発れl
~ .A-'; 

一

第273次調査発掴区全壊(北から)

や1 '抱~ 1'nl[院(奈良時代後JUJ}の基m

ill物2r~!のtl:想定 ('L ir1 に人 1-1:を両日し

た 。 平安';，，\1: 1日JH!I : JF ~滅':;;;の 11 11面I~'ó'

b北を正ifliとしている。:与n!廷のiE
般ではj臨磁石のJ主J収のみを検/J'， し、
法J.¥'1.はIYII平されていた。手lIijのjjij民生

ではJ也 'IJl石のV;:J収と踏石 jl~ (，τl の ~N石

をほぼIfõJ じ ï(IÎ て‘検出 し、よ~JJ'iが低か
ったことカfわかる。

本文31頁参照 o最影/1日l幹磁)

衆文日F<J'-持V l!J97-lIJ



平峨宗左京二条二紡十一

坪(第279i.欠)出土の緑紬
奥斗瓦

i長緑色の事IbがJl，'.!，而の半
分弱の耐と-1iのfi!lJji前に
hW.されて いる。これは出

恨のlJl(1 こ ~t斗}[を4此ん t.!

Hれこ外部に鈴11'，1"る1m分
をな凶 してのことである。

十一珂'1.I '， ~l・の施fdiJ:[の 9

官I}が担H瓦であり‘械に
t:'1)施粕J1.がf必われてい

たと ，IJ!. われる 。 ítH~する

十二Jil・でm土した680点
におよ.;~lit!if由瓦の 9 ."司lが
平瓦である ことと対!!(!il¥)

である.本文47頁参照
Olil影/佃幹産量)

衆文町f11'有!/1997-111

平総京左京二条二妨十一坪

(第279次)出土のこ彩麓
ゆるやかなIllimiをむつ二彩

陶器2の I波 J 'î で、 +>:nの寺~J也
にi&'l紘と臼の二彩が施され
る.凸而moに刻線でf[111'文
をあらわしている.事iifill陶

器4での頬品をみないが、平
j成富山ニlーの~ii)1!. ~i} li見の議仁、

f[1rp文t.dもした|百lJ司の製品
がある。

本文48頁参照

(!fiUV他幹主主)



第27m欠調査で出土した埴事自信
生存1・l川筒J直姶2本を手'1111したI直輸桁で、
iíi辺 ~í:リJ1Jj[形 rûif命令;でm悲し、 ') ， にはヨ:

類古川，¥1141¥されていた。 4111，紀末から 51世
紀IiÍJ~ ごみのむのと忠われる 。 当時、こ

のtl1i+量村に近1ll'してNi愉i)l{がれまれ‘至
近の~I]燥に fH己盾抑l t1; tJtilrがJ単純と jg 'ijー

されていた。I直姶の*.'，，17.(からみて、tl1i輪
t"Li 1:. I，I，j;れとのi!#い|具1;主をうカ・がわせる。
本文22頁参P，~ (JliJ影/杉本初!nJ)

頭溶下古演出土遺物

Ji.uJ丹下7片tii尉家11'1より:.1'，土した
iii物。轡、 辻<P:Hなどの!日具.
鉄刀. }生品t~l\; の武 日号 . j:口市器、

苦E\!. f.住 lよか 、 様々な i，\ 'J ~ド '" ' がみ
られる。IILI:状態かbみて、主i
室破壊I"Yにらi党首しされる ことは
なかったようである。 6111紀'1'
t:j'[の1咋lIUftの刷‘作品としては一
般的なものであるが、大手111.よJ也
」ヒ古11での良好な;'W;'i'f日lは少ない
ため、需要な資料となる。本文62
頁参照(J!il影/締本);l紀子)

京文研 ijCtl!/1997-IU 111 



頭封書の下で古演発見

DJif，拝の悲j見の下から、 6批紀'I'tJlの械穴
式石室がJJl. t1. t~ o 政Jtfの造立II，~' (こ石室と

頃日の上半分が破I裂されたのだ。m悦か
らみて11下mtt!の 1&だろう.本古ttIの周
辺に疫がするiiIttはなt、。しかし新業師
寺からDJit1tに宇J'(J(る尾線上J二、かつて多
くの小脱線古tnが存在し、 m辺の|別発で
削減したことが俄本できる。

本文62質事喜照 (J!iI影/!ffi 幹雄)

上層頭縫の磁石と心栓痕跡

」ょ府額貯の心伎の礎石を発見した。J也山

而に礎石を抱えたのではな〈、第6段を

.fj1み始めてからの仕事である。心細ーとm
石中央の尖起は、ずれている。孫'，1;'によ
る火災で可i骨fllil!!設が焼けたf丸心性を抜
き取って、火のほに7t;sl三通資 ・神:lj)叫n主
を川121枚納め、税土で埋めJバしていた。
Dfl貯金挺〈際のini.l1共ではなL、。

本文58頁参照 (J思影/偲幹雄)
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